
10
月
16
～
22
日
は

行
政
相
談
週
間

総
務
省
神
奈
川

行
政
評
価
事
務
所

☎（
0
5
7
0
）0
9
0
1
1
0

「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
国
の

行
政
機
関
な
ど
の
業
務
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聴

き
し
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
皆
さ

ん
か
ら
の
声
を
行
政
に
役
立
て

る
も
の
で
す
。
総
務
省
で
は
、

９
～
10
月
の
２
カ
月
間
を
「
行

政
相
談
月
間
」
と
定
め
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
員
と
と
も
に
、
全
国
的
に
各

種
広
報
や
行
事
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に
よ
る

特
設
行
政
相
談
会

10
月
23
日
（
木
）

　
午
前
９
～
11
時

役
場
庁
舎
3
階
・
第
２・
３

会
議
室

村
内
在
住
者

相
談
の
内
容
／
国
や
県
な
ど

に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望

無
料

不
要

予
防
接
種
費
用
を
助
成

子
育
て
健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
係

�
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
た
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
予
防
接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

10
月
６
日
（
月
）～
来
年
２

月
28
日
（
土
）

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
防
接
種
当
日
に
村
内
に
住

所
が
あ
り
、
０
歳
（
生
後
６

ヶ
月
を
経
過
）か
ら
18
歳（
高

校
３
年
生
相
当
）ま
で
の
児
童

接
種
回
数
／
１
～
２
回

　
助
成
額
／
１
回
に
つ
き
千
円

（
１
人
２
回
ま
で
）

対
象
者
に
は
、
関
係
書
類
を

送
付
し
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
防
接
種
当
日
に
村
内
に
住

所
が
あ
り
、
次
の
①
ま
た
は

②
に
該
当
す
る
方

　
①
予
防
接
種
当
日
に
満
65
歳

以
上
の
方

　
②
予
防
接
種
当
日
に
満
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
あ
り
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
る
免
疫

機
能
に
重
い
障
害
が
あ
る
方

で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相

当
の
方
）

接
種
回
数
／
１
回

　
接
種
料
金
／
１
５
０
０
円

①
の
方
に
は
関
係
書
類
を
送

付
し
ま
す
。

　

�

②
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
接
種

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
と
同
じ

接
種
回
数
／
１
回

　
接
種
料
金
／
5
0
0
0
円

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
と
同
じ

　年金についてご案内するために、厚生労働省が開設した
ホームページです。ぜひ、ご利用ください。

「わたしとみんなの年金ポータル」ホームページ
（https://www.mhlw.go.jp/nenkinportal）

 厚木年金事務所☎（223）7171、税務住民課住民保険係☎（288）3849

記
号
一
覧

日
時　

期
間　

場
所

対
象　

内
容　

講
師

費
用　

申
し
込
み

そ
の
他　

問
い
合
わ
せ

「わたしとみんなの年金ポータル」をご利用ください
国 民 年 金

安全・安心まちづくり旬間
10月11日（土）～20日（月）

　この旬間は、犯罪のない、安全で安心して
暮らすことができる社会の実現を目指し、地
域の皆さんによる自主的な防犯活動などを推
進するために定められたものです。
　犯罪のない社会の実現には、地域の皆さん
が一丸となり「自分たちの地域は自分たちで
守る」という防犯意識のもと、防犯パトロー
ルやあいさつ運動などの防犯活動に取り組み、
犯罪の起きにくい環境を作ることが大切です。
日ごろから、家族や隣近所、地域の皆さんで
防犯対策への取り組みについて話し合うなど、
安全で安心な村づくりにご協力ください。

 総務課安全防災交通係☎（288）1212

11 お知らせ村政情報室



子
育
て
健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
係

�
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人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

　
10
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
に
平
田
勝
彦
氏
（
新
任
）

と
山
田
英
明
氏
（
再
任
）
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
３
年

間
）。
現
在
、
村
内
の
人
権
擁

護
委
員
は
在
任
中
の
齊
藤
啓
子

氏
と
あ
わ
せ
て
３
名
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
や
被
害
者

の
救
済
、
人
権
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

�

☎（
2
8
8
）3
8
6
1

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　
父
ま
た
は
母
が
死
亡
・
重
度

の
障
が
い
・
離
婚
の
状
態
に
あ

る
家
庭
な
ど
の
方
を
対
象
に
、

健
康
保
険
適
用
医
療
費
の
自
己

負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。
助
成

を
受
け
る
に
は
、
医
療
証
交
付

申
請
が
必
要
で
す
。

村
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
児
童
、
父
、
母
な
ど
。

児
童
は
18
歳
に
な
っ
た
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
（
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
、
ま
た
は
高

等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い

る
方
は
20
歳
未
満
）。
所
得

制
限
あ
り
。
助
成
を
受
け
て

い
る
方
は
、
10
月
31
日
ま
で

に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
（
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
事
業
の
現
況
届
の
提
出
は

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

対
象
者
に
は
、
9
月
下
旬
に

通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

平田 勝彦氏
（尾　崎）

山田 英明氏
（宮　野）

齊藤 啓子氏
（片　原）

 10月19日（日）午前８時30分から※予備日10月26日（日）
　 ※前日の午後５時15分と当日の午前８時に実施の有無を防災行政無線で放送します。
　 ※予備日が雨天の場合は中止とします。

 各自治会や自宅周辺の道路など
 ❶不法投棄された可燃ごみや不燃ごみの収集

　 ❷県・村道沿いの雑草や支障木の除去
　 ❸ヤマビル駆除（実施する自治会には殺ヒル剤と噴霧器を貸し出します。）

 ❶全世帯を対象とし、１世帯につき半透明ビニール袋１枚、軍手１枚を配布します。
　 ❷収集したごみは分別し、ごみ集積所に出してください。
　 ❸�刈り取った草や汚泥は余地へ処分してください。余地へ処分できない場合など、処分に困っ

た際はご相談ください。なお、庭の植木などの剪定枝や一般家庭ごみは出さないでください。
　 　※�刈った草はかき集めておくとヤマビルが生息しにくい環境をつくることができます。また、

集めた草をかき混ぜながら殺ヒル剤を散布すると更に効果的です。
　 ❹�予備日が中止の場合、各自治会での自主的な実施をお願いします。事前にご連絡いただいた

場合のみ、ごみを回収します。
 環境上下水道課環境係☎（288）3862

クリーンキャンペーン・ヤマビル駆除クリーンキャンペーン・ヤマビル駆除
環境美化活動に
ご参加・ご協力を
お願いします

　村内のごみ「ゼロ」を目指し、美しい村づくリと環境づくりを推進するととも
に、ごみを捨てない意識を育てることを目的に、環境美化推進事業「クリーンキ
ャンペーン」を実施します。
　つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮とは存じますが、みなさまのご参加、
ご協力をお願いいたします。

12お知らせ村政情報室



10月１～７日までは「公証週間」です

村
づ
く
り
観
光
課

村
づ
く
り
振
興
係

�

☎（
2
8
8
）3
8
6
4

住
宅
の
取
得
を「
奨
励
金
」で
応
援
！

　
村
内
に
住
宅
（
自
己
の
居
住

用
）
を
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ

た
方
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

村
内
に
新
た
に
住
宅
を
取
得

し
、
居
住
し
た
方
（
居
住
者

全
員
に
村
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と
）

住
宅
を
取
得
し
た
場
合
（
①
、

②
ま
た
は
③
、
④
ま
た
は
⑤

に
該
当
す
る
合
計
額
）

　

①
村
内
に
住
宅
を
取
得
／

50
万
円

　

②
村
内
業
者
で
施
工
（
建

築
・
改
修
）／
上
限
50
万
円

　

③
村
外
業
者
で
施
工
（
建

築
・
改
修
ま
た
は
改
修
を
自

己
作
業
で
行
っ
た
場
合
）／

上
限
20
万
円

　
④
村
内
で
転
居
／
30
万
円

　
⑤
村
外
か
ら
の
移
住
／
50
万
円

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
担
当
課
窓
口
へ
提
出
。

※
申
請
期
限
は
、
住
宅
を
取

得
し
た
日
か
ら
1
年
以
内
。

申
請
書
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
担
当
課
窓
口
で
配
布
。

村
づ
く
り
観
光
課

商
工
観
光
係

�
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2
8
8
）3
8
6
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神
奈
川
県
最
低
賃
金
の

改
定
の
お
知
ら
せ

　
10
月
４
日
（
土
）
か
ら
、
神

奈
川
県
最
低
賃
金
が
１
時
間
当

た
り
１
２
２
５
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
の

事
業
場
で
働
く
常
用
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

雇
用
形
態
や
呼
称
に
関
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

賃
金
引
き
上
げ
に
活
用
で
き
る

「
業
務
改
善
助
成
金
」の
活
用
を
！

　
業
務
改
善
助
成
金
は
、
事
業

場
内
で
最
も
低
い
賃
金
（
事
業

場
内
最
低
賃
金
）
の
引
き
上
げ

を
図
る
中
小
企
業
お
よ
び
小
規

模
事
業
者
を
支
援
す
る
助
成
金

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
神

奈
川
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://hatarakikatakaik
aku.m

hlw
.go.jp/subsidy.

htm
l

）を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

☎
０
１
２
０
（
９
１
０
）
０
９
０

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
と
中
小

企
業
庁
が
連
携
し
、
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
受

け
る
中
小
企
業
お
よ
び
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
各
種
支
援
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w.m

h 
lw.go.jp/stf/seisakunitsui
te/bunya/koyou_roud
ou/roudoukijun/zigyonu
shi/shienjigyou/index.
htm

l

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

MHz

　総務課管理係☎（288）1212

メガ      ヘルツ

問

☆宮ヶ瀬レイクサイドエフエム☆

午後０時30分

国勢調査にご協力を国勢調査にご協力を

 政策推進課政策推進係
　 ☎（288）1213

　10月１日（水）現在、国勢調
査を実施しています。調査に
ご協力をお願いいたします。

公証役場一覧

神奈川県働き方改革
推進支援センター

厚生労働省ホームページ

村ホームページ

10月1～7日までは「公証週間」です
　公証制度とは、契約や遺言の際に、法務大臣の任
命した公証人が公文書である公正証書を作成し、後
日のトラブル防止と取引の安全や遺言の完全な実現
を図るものです。
　詳しくは、公証役場または横浜地方法務局までお
問い合わせください。

 横浜地方法務局☎045（641）7461

公証役場一覧
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